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1010
月月
1212
日
（
土
）、
大
雪
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル
に
て
「
オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー

日
（
土
）、
大
雪
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル
に
て
「
オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー

ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
の
元
気
あ
ふ
れ
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
や
、
全
国
大
会
に
出
場
す
る
吹
奏
楽
部
の
演
奏
で
、
会
場
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
ー
ル
内
で
は
、
図
書
局
に
よ
る
俳
句
の
展

示
を
は
じ
め
、
写
真
部
、
美
術
部
、
書
道
サ
ー
ク
ル
の
作
品
も
展
示
さ
れ
、

多
く
の
来
場
者
が
足
を
止
め
て
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　　

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル 　

菅
野

　

菅
野  
詩
絵
良

詩
絵
良  

さ
ん
さ
ん
（
商
３
・

光
陽
中
）「
今
年
の
オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
放
課

後
も
み
ん
な
で
練
習
を
重
ね
、
衣
装
も
上
下
で
揃
え
て
、

よ
り
良
い
ス
テ
ー
ジ
を
目
指
し
て
努
力
し
ま
し
た
。
多

く
の
方
々
の
支
え
が
あ
り
、
観
客
の
皆
さ
ま
か
ら
も
「
良

か
っ
た
」
と
い
う
声
を
い
た
だ
き
、
思
い
出
に
残
る
最

高
の
ス
テ
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。」

　

10
月
９
日
（
水
）、
第
一
体
育
館
に

て
午
前
中
に

普
通
科
、
午
後

か
ら
は
工
業
・

商
業
科
で
「
芸芸

術
鑑
賞

術
鑑
賞
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
「
学
校
学
校

日
本
管
楽
合
奏
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会

日
本
管
楽
合
奏
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会

フ
ォ
ト
ラ
イ
フ
賞

フ
ォ
ト
ラ
イ
フ
賞
をを
受
賞
受
賞

高
文
連 

全
道
大
会

写
真
部

写
真
部

優
秀
賞
：
川
村

優
秀
賞
：
川
村  

康
太
康
太
（
機
３
・
東
鷹
栖

中
）
他　

入
選
２
作
品　

佳
作
１
作
品

美
術
部

美
術
部

全
道
優
秀
作
品
：

全
道
優
秀
作
品
：

エ
モ
ン
ド

エ
モ
ン
ド  

ア
イ
リ

ア
イ
リ

スス  

雅雅
（
普
２
・
六

合
中
）

図
書
局

図
書
局

俳
句
部
門　

優
秀
賞
：
吉
田

俳
句
部
門　

優
秀
賞
：
吉
田  

暖
和
暖
和
（
普

１
・
北
門
中
）、
優
良
賞
：
長
谷
川 

円

春（
普
３
・
当
麻
中
）、伊
藤 

洸
葵（
普
３
・

中
央
中
）、
堀
内 

姫
瑠
（
普
２
・
東
神

楽
中
）

文
芸
部
誌
部
門　

銅
賞　
『
鶺
鴒
』
第
一

号弁
論
サ
ー
ク
ル

弁
論
サ
ー
ク
ル

自
由
の
部　

奨
励
賞
：
谷 

純
菜
（
普
２
・

当
麻
中
）　　

　

10
月
27
日
（
日
）
に
東
京
都
の
文
京

東
京
都
の
文
京

シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
「2024

2024

（
第
（
第
3030
回
）
日
本
管
楽
合

回
）
日
本
管
楽
合

奏
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会

奏
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会  

高
校
生
Ｂ
部

高
校
生
Ｂ
部

門
」
で
吹
奏
楽
部
が
『
吹
奏
楽
の
た
め

門
」
で
吹
奏
楽
部
が
『
吹
奏
楽
の
た
め

の
風
景
詩「
陽
が
昇
る
と
き
」よ
り
』（
作

の
風
景
詩「
陽
が
昇
る
と
き
」よ
り
』（
作

曲
：
高
昌
帥
）
を
演
奏
し
ま
し
た
。

曲
：
高
昌
帥
）
を
演
奏
し
ま
し
た
。
昨昨

年
に
続
い
て
の
最
優
秀
賞
と
は
な
り
ま

年
に
続
い
て
の
最
優
秀
賞
と
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、

せ
ん
で
し
た
が
、
3232
参
加
校
の
う
ち
６

参
加
校
の
う
ち
６

校
の
み
が
受
賞
で
き
る

校
の
み
が
受
賞
で
き
る
特
別
賞
を
獲
得

特
別
賞
を
獲
得

し
ま
し
た
。
特
別
賞
は

し
ま
し
た
。
特
別
賞
は
「
フ
ォ
ト
ラ
イ

「
フ
ォ
ト
ラ
イ

フ
賞
」

フ
賞
」
で
、
今
大
会
の
撮
影
を
行
う
㈱

フ
ォ
ト
ラ
イ
フ
の
名
を
冠
し
た
賞
で
す
。

　

部
長　

市
丸

　

部
長　

市
丸  
幸
輝
幸
輝  
さ
ん
さ
ん
（
機
械
シ
ス

テ
ム
科
３
年
・
永
山
南
中
）「
こ
の
度
は
、

管
楽
合
奏
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
で
優

秀
賞
と
フ
ォ
ト
ラ
イ
フ
賞
を
い
た
だ
く

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
目
標
と
し
て
い

た
最
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
素
晴
ら
し
い
ホ
ー

ル
で
演
奏
を
さ
せ
て
も
ら
い
、
改
め
て

音
楽
を
す
る
こ
と
の
楽
し
み
や
私
た
ち

の
演
奏
を
多
く
の
方
に
聴
い
て
も
ら
え

る
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
今
後
と
も

多
く
の
方
に
愛
の
込
も
っ
た
旭
実
サ
ウ

ン
ド
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。」

オータムコンサートオータムコンサート
～ 吹奏楽 ・ ダンス・俳句 ・写真・ 美術 ・ 書道 ～～ 吹奏楽 ・ ダンス・俳句 ・写真・ 美術 ・ 書道 ～

球
部
は
旭
川
明
成
高
校
と
対
戦
し
ま
し

た
。
決
勝
戦
で
は
全
校
応
援
を
実
施
し

ま
し
た
が
、
雨
天
の
た
め
途
中
か
ら
自

主
応
援
に
切
り
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
天

候
が
優
れ
な
い
中
で
も
野
球
部
は
着
実

に
得
点
を
重
ね
、
８
対
２
で
勝
利
し
、

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝

（
２
年
連
続

（
２
年
連
続
2020
回
目
）

回
目
）

を
果
た
し
ま
し
た
。 

　

ま
た
、
10
月
16

日
（
水
）
か
ら

は
「
第第
7676
回
秋
季

回
秋
季

北
海
道
高
等
学
校

北
海
道
高
等
学
校

今
年
は

今
年
は
落
語
落
語
をを
鑑
賞
鑑
賞

　

今
年
も
本
校
の
姉
妹
校
で
あ
る
、
韓
国
（
ソ
ウ

本
校
の
姉
妹
校
で
あ
る
、
韓
国
（
ソ
ウ

ル
）
の
慶
福
ビ
ジ
ネ
ス
高
等
学
校

ル
）
の
慶
福
ビ
ジ
ネ
ス
高
等
学
校 

研
修
旅
行
団
、

研
修
旅
行
団
、

生
徒
生
徒
2020
名
、
引
率
の
方
々
５
名
が

名
、
引
率
の
方
々
５
名
が
1010
月月
88
日
（
火
）

日
（
火
）

に
来
校

に
来
校
し
ま
し
た
。
午
前
９
時
30
分
よ
り
全
校
生

徒
で
歓
迎
集
会
を
行
い
、
吹
奏
楽
部
の
演
奏
と
ダ

ン
ス
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
韓
国
の
生
徒
た
ち
も
歌
や
ダ
ン
ス
で
返

礼
し
て
く
れ
ま
し
た
。
集
会
終
了
後
は
校
内
見
学

や
各
科
の
体
験
授
業
な
ど
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
、
韓
国
の
生
徒
た
ち
と
の
有
意
義
な
交
流

の
機
会
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

４０年を超える交流

　
「
秋
季
北
海
道
高
等
学
校
野
球
大
会
旭

秋
季
北
海
道
高
等
学
校
野
球
大
会
旭

川
支
部
予
選

川
支
部
予
選
」
決
勝
が
10
月
７
日
（
月
）、

ス
タ
ル
ヒ
ン
球
場
で
行
わ
れ
、
本
校
野

野
球
大
会

野
球
大
会
」
が
大
和
ハ
ウ
ス
プ
レ
ミ
ス

ト
ド
ー
ム
（
札
幌
ド
ー
ム
）
で
開
催
さ

れ
、
翌
17
日
（
木
）
に
野
球
部
は
１

回
戦
で
ク
ラ
ー
ク
高
校
と
対
戦
し
ま
し

た
。
試
合
で
は
相
手
チ
ー
ム
に
２
点
を

先
取
さ
れ
、
ペ
ー
ス
を
つ
か
む
こ
と
が

で
き
ず
、
０
対
２
で
惜
敗
し
ま
し
た
。 

　

主
将　

藤
本

主
将　

藤
本  

琉
生
琉
生  

さ
ん
さ
ん
（
普
２
・
中

標
津
中
）「
秋
季
支
部
予
選
決
勝
の
際
は
、

雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
き
な
声
援
を

送
っ
て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
全
道
大
会
で
は
自
分

た
ち
の
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
ず
敗
れ

て
し
ま
い
、
非
常
に
悔
し
い
思
い
を
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
大
き
な
舞
台
で
試

寄
席
寄
席
」
と
題
し
て
落
語
を
中
心
に
約

落
語
を
中
心
に
約

２
時
間
、
日
本
の
古
典
芸
能
を
堪
能

２
時
間
、
日
本
の
古
典
芸
能
を
堪
能

し
ま
し
た
。
柳
家
小
太
郎
さ
ん
、
笑

福
亭
喬
若
さ
ん
の
落
語
に
、
翁
家
勝

丸
さ
ん
の
曲
芸
と
続
き
、
寄
席
の
と

り
に
は
春
風
亭
柳
橋
さ
ん
の
さ
ん
の

落
語
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
途
中
、
生

徒
や
教
員
が
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
っ
て

体
験
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

合
が
で
き
た
こ
と
は
貴
重
な
経
験
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
全
道
大
会
で
得
た
経

験
を
活
か
し
、
来
年
の
夏
は
必
ず
甲
子

園
に
行
き
ま
す
。
応
援
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

２
年
連
続

２
年
連
続
2020
回
目
回
目

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝

野
球
部

野
球
部  

秋
季
大
会
支
部

秋
季
大
会
支
部

文
化
部 

好
成
績

慶福ビジネス高校生が来校慶福ビジネス高校生が来校

！

吹奏楽部


